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【序論】 有機薄膜中での分子間の配列や凝集特性、それらの表面・界面の影響による膜厚方向

分布は、非発光再結合過程を介して発光特性を定める主要因となっている。本研究では凝集

による長波長シフトが明確な Rhodamine B (RhB)をアクセプター、スペクトルの重なりが大き

く共鳴エネルギー移動が期待できる Tris[2-phenylpyridine]iridium(Ⅲ) (Ir(ppy)3)をドナーとし、

ドナー励起およびアクセプター励起でのフォトルミネッセンス(PL)測定から、有機薄膜中での

分子環境や非発光再結合過程の光学評価を試みた。 

【実験】 RhB を Ir(ppy)3と 30wt-%の比率で混合し、polymethylmethacrylate (PMMA)を膨潤させ

た 1,2-dichloroethane 中に溶解させた。洗浄した ITO 基板上に同一溶液をスピンコートまたは

静電塗布法で成膜し、ドナー励起(376nm)及びアクセプター励起(520nm)での室温 PLスペクト

ルを蛍光分光計(FluoroMax-3, Horiba Jobin Yvon)で測定した。また、パルス幅 70ps、波長 376nm

の半導体レーザー光励起でのドナー発光の減衰時定数τをゲート付き ICCDカメラ (時間分解

能 500ps)で測定した。 

【結果】 ドナー励起時のスピンコート膜 S と静電塗布膜 E(4.6KV,4cm,0.2μl/s)の PL スペクトル

は明確に異なっている（図１,２）。アクセプター励起では E の方が PLピークが長波長シフト

した。試料 E 内では RhB分子がより凝集するため濃度消光が起き、ドナーとアクセプター間

の平均距離が増大して共鳴エネルギー移動効率が低下したためと考えられる。 

                   

図 1 スピンコート膜 Sの膜厚依存性   図 2 静電塗布膜 E の膜厚依存性 

【結論】 エネルギードナー・アクセプター対のドナー励起及びアクセプター励起 PLから、有機

薄膜中の分子凝集の評価が可能であることが示された。 
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